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ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ花粉症

一 春先 の イ ネ科植物花粉症

高橋 裕
一

山 形 県衛生研究所

松浦 敬 次郎　　片胴　進

　山形 県 に お い て ，
4 月下旬，農 業従事者 の 間 に花粉症様疾 患 が多発 し て い る との 情報が あ っ た ．そ の

原 因を探索す る た め に
， 県内各地 区 の 8集 団，農村住民 5 集団 1878名 （20−79歳）お よび 学生 3 集団1856

名 （12−17最 ）を対象 に し て ア ン ケ ート調査 と臨床検査，農村部 お よ び都市部に お け る 空中花粉量 の 定 点

調査 と植生調査 を行 っ た．

　花粉症様症状， く し ゃ み ， 鼻汁 過多，鼻閉 ， 鼻 の か ゆ み ，眼 の か ゆ み お よ び結膜 充血 な ど を示す患者

の 出現頻度 は ， 農 村住民 で 約 10％，学生集団で 約 5 ％ で あ り，患者 の 大部分 は，毎年 4 − 5 月に 発症 して

い る こ と が わ か っ た ，発症時期 の 明 ら か な患者 108名 に つ L・て皮膚反応試験 を行 っ た． 4 月一5 月 に 皮膚

反応 が 陽性 の 患者 の 大部分は，イネ科花粉，特に ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ花粉 に 感受性 を示 す もの が 目立 っ た．

ス ギ花粉 に 対す る 感受性考 は 予想外 に 少 な か っ た．

　空 中花粉量 の 月別変動 をみ る と，ス ギ花粉は 3 月末 か ら 4月中旬に か け て 飛 散 し，測定地 点 に よ る 空

中花粉量 の 差 は認め ら れ な か っ た ．
一

方 ， イネ科花粉は 4 月
一6 月 に 飛散 し，測定地 点に よ り， ま た は農

作業の 前後 で 飛散量 に 大 きな違 い が み ら れ た ． 4 月下 旬 か ら 5月初 旬に 飛散 す る 果樹花粉に お い て も同

様 の 傾向 が あ つ た．

　調査対象地域 の 植生 をみ る と，患者が多発す る 4 月下旬 に は
，

カ モ ガ ヤ ．ホ ソ ム ギ，ナ ガ パ グサ な ど

の イ ネ 科植 物 は ま だ 開花 して お ら ず ，果樹園お よ び 田起 二 し前 の 水田 に は ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ が 著 し く繁

茂 し ， 開花 中 で あ っ た．ま た ，ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ と ほ ぼ 同 じ時期 に 開花す る ス ズ メ ノ テ ッ ポ ウ は ．前者

に 比 し て そ の 数 は 極 め て 少 な く，特 に 果樹園で は ほ と ん ど認め ら れ な か っ た．

　 こ れ ら の 二 と か ら，4 月
一5 月 に 当地方 の 農業 従事者の 間に 存在 す る 花粉症 患者 の 多 くは ス ズ メ ノ カ タ

ビ ラ花粉 に よ る と考え ら れ る 、
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緒　言

　花 粉 症 の ア レ ル ゲ ン と し て ス ギ （C乃φ勧 麗 癜

jop・ 廠 ；Japanese　 cedar ）お よ び イ ネ 科植物 カ モ

ガ ヤ （D α樋γ傭 glomera　la； cocksfoo の，ホ ソ ム ギ

（五〇ガ Z‘η ZPerenne ； ryegraSS ），ナ ガ パ グ サ （Poa

P・ate
’
・zsis ；June　grass） な どの 花窃 が よ く知 ら れ ・ そ

れら に 関す る調査 ・研究 の 報告 は 多 い
11−！ Z）．日本北部

に 位置す る 山形県 の 農業従事者に み られ る 花粉症様患

者は， ス ギ の 開 花時期が過 ぎた 4 月下 旬 に 多発す る ，

ま た そ の 時期 に は，上記 の イ ネ 科 植物は ま だ開花 し て

k．・な い 。し た が っ て
，

こ の 時期 に 多発す る花粉症は ，
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ス ギ お よ び上記 の イ ネ科植物 な ど
，

こ れ ま で よ く知 ら

れ て い る ア レ ル ゲ ソ 以外 の もの ｝こ よ る こ とが 想定 さ れ

た ．

　わ れ われ は L こ の 花粉症の 原 因 ア レ ル ゲ ソ を探 索す

る た め に ， 山形 県に お け る 患老発 生状況 ， 患者 の 各種

ア レ ル ゲ ン に 対する接感作状況，患者発生地域 の 空中

花粉 飛散状況お よ び 植 生状 況を調べ た ．そ の 結果 ，従

来 か ら良 く知 られ て い る カ モ ガ ヤ な どの イ ネ科植物 の

花精 よ りも，む し ろ そ れ に 先立 っ て 飛散する ス ズ メ ノ

カ タ ビ ラ （Poa　annua ；annual 　meadowgrass ＞花粉

に よ る花覇 症が。農業従事老 の 間に 存在す る こ と が強

く示 唆 され た ．な お， こ の 報告は 県内 の 各地 域に 居住

す る 住民 の うち農業 に 従事 し て い る者お よ び中学 ・高

校生集団を対 象に し た 調査成績 で あ る．
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Table　2　Questionnaire　form

花　 紛　 症　 調　 査　 票

氏　 名 な男，女 ） 調 査年 月 目　　　 昭 和 年 目 H

庄 　議 生隼 月 耋｛　　明，人，昭 年 月 日

1、毎年 犀 じ時期 に ，つ ぎの よ うな症 状 が 出 ま せ ん ひ ？

（1）　っ づ け ぎま に 出 る くし ゃ み，
ぐ4 ）　 は な の が ゆ み

2　そ れ が 出 るの は 何 月 L ろ で
一tか ？

で る もの に ・：⊃国 をつ け て くだ さい ．

（2
ヒ
　冰 っ ば な，

（5》 眼 の か わみ ，
（3 ）　 は なづ ま り

（6 ＞　眼 の 充血

あ る だ をナ（）印 を t ，け て くだ さ い ．

1 月，　2月，　3月，　4 月、　5 月，　6月，　7月、　8 月，　9 齷，10月，11，弓，｝2月

対象 と方 法

　 調査対 象 ： 日 本列島北部 に 位 置す る 山形県の海岸お

よ び 内陸 の 平野謡 に居住す る 農業従事者集団（1878名，
20−79歳） お よ び 中学 ・高校 生 集団 （1866名．12−17歳）

を対象 に し た （Table　1 お よ び Fig，1参照）．

　調査期間 ： ア ン ケ ー
ト調査 お よ び皮膚反応 試験は ，

Table 　1 に 示 す よ うに ，1978年 か ら 1982年 の 間 に 実施

し た．そ の 際，植生調査 や 空 中 花 粉 量 の 調査 も同時に

行 っ た．Fig，4 に 示 し た 成績 は 1985年 4 月
一7 月 に実

施 し た定 点観濁 の 結果 で あ る．

　ア ン ケ ー
ト調査 ：対象 者 に対し て Table　2 に 示 す調

査票を配 布 し，得 ら れ た 回 答 の 中 で花粉症様症状 を示

す者 〔Table　2 の 1 に 示 し た 6種 の 症 状 の うち 1 つ 以

上陽性 の 者） に 対 し て は 再 度 問 診 を 行 っ て 症状お よ び

そ の 発症 時期 の 確認を行 っ た ．

　皮膚反応試験（ス ク ラ ッ チ 法）　花粉症 様症 状 お よ び

そ の 発症時期の 明 らか な者 の うち 108名 に 対し て，3月

The　 seG 　 of

lapan 　　 l
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　Fig− 1・　Location　of　eight 　groups 　for　subject 　in
Yamagata 　Prefecture，

下旬
一4 月中旬 に 開花す る ス ギ． 4 月下 旬

一5 月 に 開 花

す る X ズ メ ノ カ タ ビ ラ お よ び ス ズ メ ノ テ ッ ボ ウ

C410Pec｝ttrag
．
　aeqitak ：s　：　foxtai】），5 月下旬一6 月に 開花
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す る ナ ガ バ グ サ ，カ モ ジ グ サ 属（Agf’oPyi ’on 　spp ．　wheat

grass ）お よび カ モ ガ ヤ、秋 9 −10月に開花す る カ ナ ム グ

ラ （flumultas掴♪07zどδκs ；Japanese　hOP），ブ タ ク サ

（Ambrosia 　clztioγ ； ragweed ），ア キ ノ キ リ γ ソ ウ

：（　So　lidago　virga 　 urea ； go 】denrod） お よ び キ ク 属

（ChrrLts’
antiiemttnt 　spp ．；　chrysanthemum ）の 各花粉抗

原 を用 い て 皮膚反応 試験 を行 っ た ．上 記 の 花粉抗原の

他 に ，調査 地域で 主 に 栽培 さ れ て い る リ ン ゴ （、瞼 傭

Pumdo ； apple ） と サ ク ラ γ ボ （P η 〃 欄 　avium ；

cherry ），加 えて ア カ マ ツ （Pinitg　densceora；Japanese
red 　pine），

ホ ウ レ ン ソ ウ （Spinacia　oieracea ；spinach ），

ヒ メ ガ マ （．　T）Pha　angttstijolin ；1esser　ca 亡taiD お よ び

ハウ ス ダ ス ト （house　dust） の 各抗原も用 い た
i

ス ク

ラ ッ チ テ ス トは ，消毒 した前蜿屈側皮 癆 に 皮内注射針

を もち い て 3cm 間 隔で 約 2mm の 傷を つ け，診断用 エ

キ ス を 1 滴滴下 し、15分後 に 膨疹 と発赤の 大 きさを測

定 し た．判定は ス ク ラ ッ チ 研究班 （松村 ら） の 判定基

準
Σ 3＞

に よ り，膨疹 が 5mm 以上，あ る い は 発赤が 15mm

以上 の場合を陽性 と判定 した ．

　 診 断 用花粉 エ キ ス ： ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ ，ス ズ メ ノ

テ ヅ ボ ウ ，ナ ガ バ グ サ ， カ モ ジ グ サ 属 ，
リ ソ ゴ お よ び

サ ク ラ ソ ボ の 各花粉 エ キ ス は 安枝 の 方法
L
勉 こ 準 じ て 自

作 した．す なわ ち，そ れぞれ の 花粉を lg あた り20ml の

エ チ ル エ ーテ ル で 5 分間ず つ 3回脱 脂 した後，そ の 花

粉重量 の 20倍量 の コ カ 液 を加 え て 、 4 ℃ で 48時間静置

し時 々 用手撹拌 しなが ら抽出した ．抽出渡は 蒸留水 に

対 して 2 日間 仲 間 で 外液を 変換）透析後O．45μ の ミ リ

ボ ア フ ィ ル タ
ー一

を通 して 除菌 した ．除菌後，試料を滅

菌 し た セ ル ロ
ーズ チ ューブ （Visking社）に 入 れ ，5  ％

グ リセ リ ソ ー5 ％NaCl 溶液 を外液 と し て，4 ℃ に 1 週

間放置し，溶媒 交換を行 っ た ．溶嬢交換後 内液の 容 量

が減 少す る の で ，最終的 に ，50％グ リ セ リγ
一5 ％NaC1

液 で 20倍液 に 調 製 し，診 断 用 花粉 エ キ ス と し た ，そ の

他の 診 断用 エ キ ス は，鳥居薬品 KK よ り購入 し た．

醗 テ ス ト ．まず飃 生験 麟 雄 ん だ 3 

デ ィ ス ク を 一一一側 の ド鼻甲介前端 よ りや や 後方 の 鼻粘膜

上 に の せ 5 分間放置 し，反応 の ない こ とを確認 し た後，

透 析 で 生理 食塩水 に 溶 媒交換 し た 花粉 エ キ ス を含 む

3mm デ ィ ス ク を 鼻 粘 膜上 に の せ て 5 分 間観 察 し た ．

くし ゃ み ， 水性鼻汁 ， 鼻閉，粘 膜腫脹，か ゆ み な どの

症 状 が 出現 した 時，誘発陽性 と判定 し tc　15 ）

，

　 空中花粉 ：Durham 型空中花粉補集器 を果樹 園 の 5

地点，水 田 の 1地 点 お よ び都市中央 部の 1地点，計 7

地点 に 設置 し た ．都市 中央部に お い て は 地 上 20m に ，

そ の 他の 地 点 で は 地 上 1．5m の 高さ に 設置 し た
土6）．花

粉数は 白色 ワ ゼ リ ソ を塗布 した ス ラ イ ドグ ラ ス の 中央

1cm2当た りに 付着 し た 花粉 を，　Calberla染色 し て 撲鏡

し た
111
，ス ラ イ ドグ ラ ス は 毎朝 9 時に 交喚 し ， 単位面積

あ た り に 24時間 に 補集さ れ た 花粉 の 数 を ス ギ，イ ネ科，

マ ツ 属，果樹類 k よ び そ の他の 別 に 算定 した ．

結　果

　 患者 発生状況

　Table　1 に よ り， 8 つ の 調査対象集 団 に お け る 患者

の 出現頻 度 を比較す る と，水 田 お よ び果樹栽培地帯 に

注 む成人集 団 で は 1  ％前後 （B，C，　 D お よ び E 群）あ

る い は そ れ 以上 （A 群） の 出現率を示 し，中学 ・高校

生 集団 （F，G お よ び H 群 ） で は ，都 市部 お よ び果樹

栽 培地帯 の 別 に 関係 な く，約 5 ％の 出現率を示 した ．

す なわ ち ，成人 （主 に農業従事者）集 団 の 方 が 中学 ・

高校 生 集 団 に 比 べ て 高 い 出現率を示 し た （p く 0．05）．

し か し ， 成人集 団 の 海岸 に 近 い 平 野部 （A ，B）と 内陸

部 （C，D と E）との 比較，ある い は 稲作地帯 （A ，
　 B），稲

作お よ び 果欟栽培 地帯 （C ， D）と果樹 の み の 栽培地 帯

（E） の 3 者 の 比 較 に お い て は 大 きな 差 が認め ら れ な

か っ た．次 に ，花粉症様患者299名 （Table 　l）の うち
，

そ の 発症時期が 不 明の 者お よ び年 に よ り発症 時期 の 定

ま ら な い 者を除 い た 264名 に つ い て 月別 患者発生状況

を調 べ た （Fig，2），患老は 春 （3 − 6 月）お よ び秋 （9 −

10男） ｝こ 多 く，特 に 春に 患者数が 多 い ．
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Fig・3・R ・1・ ti・n・hip・b・twe ・・ th・ p・・i・d　apP ・a・i・g　P ・ 1hn・・三s−like　sympt 。m 、

and 　sk 三n　test　results 　in　individuals，　Symbols　of　allergens 　are 　as　follow．

　a ：Japanese　cedar 、　b ； annual 　meadowgrass ，　c ：foxtail，d ：Japanese　red 　pine．　e ：

J・ ne 　g・ass・・f・ wh ・at ・9・ass ，9 ・α ，cksf ・。し hlspi・ achj ・1・sse ・catt ・ iい IJap 。 ne 。，

h・P・k ・rag ・・e・「d
，
・1 ・9・】d・・r ・Xi，・m ・ ch 聯 ・them ・m ，・ ・apPle ，… h ・・Tty・，　P 、』。use

dust．

　患者 の 発症時期と皮膚反応試験成績

　患者，特に 春 に 多発す る 花粉症様患者 の ア レ ル ゲ ン

を推測す る た め に ，患者 299名 の うち 108名に 対 して ，
ス ギ 花 粉 お よ び イ ネ科花粉 を含む 16種 類 の 抽 出抗 原 を

用 い た 皮膚反応試験 を試 み た ．そ の結果を．発 症時期

の 早 い 騏 に ，Fig．3 に 示 し た、花粉 の 飛散 し な い 1 − 2

月 お よ び 11−12月 に も発症す る もの 15名 （No．95−109）
は 最後に 列記 し た ，ス ギ の 花粉 に 対 し て 感受性を示 し

た もの は ． 3 月発症群 （No ，1−11） で は 51U （450／6）
も検 出 され た が， 4 月 発症群 （No ．12−・49） で は 4／

37（11％）に 減少 し，5 月 お よ び 6 月発症群（No ．　SO−80）
に お い て は もは や 検出さ れ な か っ た ．一

方，春 に 開花

す る イ ネ 科 （ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ ， ス ズ メ ノ テ ッ ボ ウ，
ナ ガ パ グ サ，カ モ ジ グ サ お よ び カ モ ガ ヤ 〉 の 花粉 に 感

受性を示 し た もの は ， 3A − 6 月 に 発症 す る90名 （No ．

1−911）中84名 （93％）に も達 し た，そ の うち． 4 月下旬

か ら 5月 に か け て 開花す る ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ に 対 し て

感受性 を示す者が， 3 月発症老 で 6711（55％）， 4 月発

症者 で 20！
’
37 （54％）， 5 月 お よ び 6 月発症者で そ れ ぞ

れ 8／31 （26％）お よ び 1！11 （9 ％） の 値を示 した ．ま

た，こ れ らの 患 者 の うち 7 名 （No ，　22，24，25，26，
32， 39お よ び 1  3）に つ い て ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ 花粉 に よ

る誘発試験を行 っ た と こ ろ，そ の 全 例 で 鼻水 の 分泌亢

進が み られ， 4 名 （No ．22，26，32、お よ び 39） で は

くし ゃ み の連続がみ られた．ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ と ほ ぼ

同時期 に 開花する ス ズ メ ノ テ ッ ポ ウ は，調査 した 地点

で は あま り認 め られ ず，特 に 果樹園 に は ほ と ん ど な

か っ た こ と か ら， ス ズ メ ノ テ ッ ポ ウ花 粉 に 対す る皮膚

反応試験 は
一

部の 患者 の み に とどめ た ．次に ， ス ズ メ

ノ カ タ ビ ラ お よ び そ れ と ほ ぼ同時期 に 開花す る リ ソ ゴ

お よ び サ ク ラ ン ボ の 花粉抗原に対す る患者 の 皮膚反応

試験を み る と，ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ に 腸性で リ ソ ゴ に 陰
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Table　3　Coe伍 dent　of 　rank 　correlat 三〇 n 　a 【nollg 　the　pollen　extracts 　Qf 　some 　grass £ s，

　　weeds 　and 　house　dust：spearman
，
s　coef 盃cients 　are 　shown 　in　upPer 　raw ，　and

　　　　　　　　　　 Kenda旦1’s　coef ｝icients　the　parenthes；s

AllergensJune 　gr襴 1Wheat ∬ aSS …　　　　　　　　　　　ヒCock8footRagweedGoldenrodHouse 　dust

Annual 　 meadow ．
9τaSS

鱒 0，782
（o 、564）

・・o，773　 1
・
（o．6ア3）　 1

零拿o ．891
峯
（0，782）

　　　　O．673
E　 （O．491）
：

O，618
（O．3S2：・

o．501
（0．345）

June　grass
蓼響0．呂55

雰
（G．673〕．

皀
℃ 918
’
（0．782）

l　　 o．664
　　　〔0．418）

0，673
（0455）

O．355
  ．20 

韓 o．927 o．6呂2 o．591 0．318
Wheat ∬ aSS ‡導

（O．818） （o．527） （o．418） （o．236）

e．718  ．591 0，501
〔：っcks チoot

：
（o，491） （o．309） （0．345）

： 轄 O．873 一 ．Q45
Ragweed

L …
’
（o．745） （o ．055）

… 一
〇．227

Go 重denτod ；

1
　〔− 0 、127）1

8 °
ρ＜ D．0｝、眇♪〈 0 ，D5 （Asteτ茎sk 　is　indicated　on ｝y　Kenda 】ys　coe 田cients 冫

Table　4　A 　survey 　of 　a ｛rborne 　pellen　ln　the　district　E　of 　Figユ，　in　1978

Pollen　tounts ！cm2

智
Time °

翻
凵ec ‘i° n

　I　J・pan … c・d・・ Grasses Fruit　trees Red 　pine

11May

1234567lam11 　：00
−
pm2 　：　 202

：202

：252

：302
：352

：402

：40

3014002

SMay 　　1氏｛ay 　　8May 　　正May 　．　SMay 　　IMay 　　8聾Iay

11100 −

11 ： 5 −

u ：10−

11 ：30 −

11 ：40 −

12 ：00 一

GDOOlOO 13　 　 　 13

11　 　 157

7　　　 42

13　　　 8

2　 　 　 11

15　 　 　 23

9　　　 19

1949456 2424546　

　

1

−△
尸
◎

421

∩
∠

2

133

ー

ユ

42

　8

　910

　
1

12 ：

10 ：

　9

05−

30 −

4  一

2 ：

12

505500t0101G 　　
l

 

0

217
　 　 116

　i

74

　914ii

5　 13712
　？

　4

111 …
；
i2 工

o

性の もの 30名，そ れ と逆関係 の もの 3 名で ，両者 に 陽

性 の もの は ，わ ず か に 2 名 く．No．ユ9お よ び 53） で あ っ

た ．ま た ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ に 陽性 で サ ク ラ γ ボ に 陰性

の も の は 7名，そ の 逆 の もの 1 名 で ，両方 に 陽 性 の も

の は 2名 （No．19お よ び 53）で あ っ た ，

　次 に 皮膚反応試験で 陽 性者が多 か っ た イ ネ 科，キ ク

科 と ハ ウ ス ダ ス ト に つ い て Spearman お よ び Ken ・

dallの 順位相関を求め た （Table　3），

　同 じ科 に 属す る植物 ， イ ネ 科 （ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ，

ナ ガ バ グ サ
，

カ モ ジ グ サ ，お よ び カ モ ガ ヤ ） お よ び キ

ク 科 （ブ タ ク サ ，お よ び ア キ ノ キ リ γ ソ ウ ） は ，耜 互

に よ く類似し て お り （p く 0．01），逆 に 科 の 異な る 植物

花粉 間 で は 相互 の 類似 性が認め ら れ な か っ た ．

　春 の 患者多発時期 の 空中花粉飛散状況お よ び植生調

査 成績

　春の 患老発生時期に お け る 空 中花粉 飛散状 況を調 べ

た ．まず，1978年 5月初 旬，E 群地域 の 果樹園内10地点

に お い て
，

1週間 隔 で 2 回 空 中苑粉 量 を 調 べ た ．そ の

成績を Table　4 に 示 す． こ の 時期 に，イ ネ科花粉数は

増加傾向を示 し た が
，

ス ギ 花麪｝は ほ と ん ど検 出 さ れ な

か っ た ．また 1982年 6 月初旬に，行 っ た 同様の 調査で は

イ ネ 科 植物花粉 が多数 （400−85 個lcm2〆日 ：） 補集 され

て い る（未発表）．こ れ らの 予備調査 を もとに．し て ，1983

年 か ら当衛生研 究所 屋上 で 毎年 2 月
一9 月 の 期間，空 中

花粉調査を実施 し て お ウ ， そ の 調査 成績 の
一

部 は す で

に 報告 し て い る
lsコ19｝。　Fig、4 に ，1985年 4 − 7 月の 期間

果樹 園 5地点，水田 1地 点お よ び市街地 1地点 に お げ

る ス ギ ，イ ネ科お よ び 果 樹類 の 花粉 の 空中飛散状況を

調 べ た 定 点調査 の 成 績 を示す． ス ギ 花糧 は 4 月初め に

多数補集さ れた が， 4 月下 旬に な る とほ とん ど検 出 さ
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　Fig．4．　 Appearances　of 　individua！pollen　grains
in　urban 　area ，　paddy 丘eld　and 　orchard 　cUltivation

area9・　during　the　peri。d　of　April　to　Ju】y　1985．

　A ： cherry 　orchard 　B ： cher η
r
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owgrass 　E ： che 叮 y・apple 　 orchard 　F ，　 paddy 　 field
covered 　with 　annual 　meadowgrass 　und 　foxtail　G ；
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caused 　P ］ants 　blooming　in　spr 童n9 （March　tQ　May ）．

　BloDming　peried　is　an 　average 　one 　obtained 　from
the　investigations　during　the　perio｛i　of　1983　to　1985．

どの 雑草 と し て ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ が大駐 に 繁 茂 し て い

た 地 点 で あ り，特に 後者 に お い て 多数の 花粉が補集 さ

れ た が，その 日 は い ず れ も田 起 こ し f’V業tt：行わ れ た 日

で あ っ た ．

　 1985年 に 行 っ た 定 点 調査成績お よ び す で に 報告 して

い る調査成績
L8 刪

などを総 台す る と．山形県に お け る

春 の 空中花粉飛散状 況 は 次 の よ う に な る ⊂Fig．5）．年

に よ っ て 若干 の ズ レ は み られ る もの の ス ギ 花粉 は 3 月

中 旬 か ら 検 出 さ れ は じめ ， 4 月上 旬に ピ ー
ク を示 し，

4万 下旬 に は ほ と ん ど検出されな くな る、
．一一

万，イ ネ

科植物の 空中花粉 は 4 月中旬ご ろ か ら検 出 され
．．一・

つ の

小 さ な ピ ー
ク を つ く り，そ の 後 5 月中旬か ら 下旬 に か

けて 大 きな ピ
ー

ク を 示 す 、ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ は 4 月中

旬 ご ろ か ら開花 し始 め ，ス ズ メ ノ テ ッ ポ ウ ほ それ よ り

若干運れ 4 月 下旬か ら開花す る．そ し て ．そ の 他 の イ

ネ 科植物 （ナ ガ バ グ サ ，カ モ ジ グ サ ，お よ び カ モ ガ ヤ

な ど♪ の 闘花は 5 月中旬以後で あ る．

れ な くな っ た，一
方 イ ネ科花粉は 4 月中旬ご ろ か ら検

出 され は し め 4 月下旬 か ら 6 月初 旬に か け て 比較的多

数認 め られた ．果樹類 （り γ ゴ ，サ ク ラ ン ボ ） の 花粉

は ，4 月末一5 月初 に か け て 検出 さ れ た．注 目す べ き
r
こ

と に は ，ス ギ花粉 は 調 べ た い ずれ の 地点 に お い て も検

出 され，特 に 都 市中央 部地 上 20m と い う高い 地点に お

い て も多数検出 され た ．
一

方，イ ネ 科お よ び 果樹類 の

花粉 は 調査地点に よ り検出 され る 数 が 大 き く 異 な り，

そ し て 地上 20m と い う高 い 地 点 で は ほ とん ど検出 さ

れ な か っ た，イ ネ 科花粉 が 他 に 比 べ て 多 数検 出 され た

リ ン ゴ 、サ ク ラ ソ ボ の 果樹 園 （F｛g ．4 の D，E、矢印）

お よ び 水 田 （Fig，4 の F．矢印） に お い て は ．下草 な

考 　察

　主 に 農業従事者 お よ び 10代 の 学校生徒 を対象に実施

し た疫学的調査 の 結果，  ス ギ花粉飛散時期 が 過 ぎ，

イ ネ 科植物で花粉症 の 原因花粉 とし て 良 く知 られ て い

る ナ カン ・グ サ ，カ モ ガ r ．ホ ソ ム ギ な どが ま だ 開花 し

て い な い 4 月 に ．柑 当数 の 花粉症様患 者 が 存在 す る

くFig．2》こ と，  そ れ ら患 者 が 多発す る 地域 に は ， 4

月 下 旬 に イ ネ 科植物 の
一

種 で あ る ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ が

開花中 で そ の 群 生 が認め られ，ほ 濠同時期 に 開花 す る

ス ズ メ ノ テ
ノ ポ ウ は ，調査対象地域 に は 極 め て 少 な
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か っ た こ と，  それら患者の 過半数 の者が ス ズ メ ノ カ

タ ビ ラ 花粉 に 感受性 を示 し，そ の 他 の 時期に 発症する

患者の 大部分は ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ 花粉 に は 感受性を示

さ な い こ と ｛Fig．3），  ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ と同じ時期

に 空中 飛敬が認 め られ る リ ソ ゴ や サ ク ラ γ ボ などの 果

樹花粉 に 皮膚反応が 陽性 の 者 は 非 常 に 少 な か っ た こ

と，  4 月下 旬 の 空 中花粉 の 中に ヒ ノ キ科植物花齢が

ほ と ん ど認 め ら れ な か っ た こ と な どか ら ， 当地方 に お

い て 4 月 に み られ る 花粉 症 の 中 に ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ 花

粉 に よ る 花粉症 が 相 当数存在す る こ とが 強 く示唆 され

た ．

　 ス ズ メ ノ カ タ ピ ラ は イ ネ科，イ チ ゴ ツ ナ ギ属に 属し，

そ の 花粉 は 円形 の 単孔粒 で ，大 きさ は ほ ぼ 30−37μ で ，

他 の イ ネ 科花粉 とほ ぼ 同様 の 形態 を し て お り，ス ズ メ

ノ テ ッ ポ ウ と と もに 畑 地 の 代表的 な雑苴 で ある
2 °）2n

．

当地方 で は 4 月中旬か ら 花 を つ け始 め ． 4 月下旬 に は

満開 とな る．茎 の 高 さが 5 −30cm ほ ど で 、繁茂 し開 花

し て い る 場所 で は 植物体 を踏 み付け花粉 を飛 ばす こ と

に な る． こ の 雑 草は 人 に よ る踏み 付け に つ よ く，ま た

他の植物体が 生 育 で きな い よ うな環箋に も生育 し，
い

くらと っ て も生 えて くる 繁殖 力を もつ た め ，当地方 で

は ヨ メ ナ カ セ （嫁泣か せ） の 名前で 呼ば れ て お り，問

診 の 際，「ヨ メ ナ カ セ の 草取 りを す る と 症 状 が ひ ど くな

る 」 とい う回答 も得 られた．特 に ，果樹 匱や 田起 こ し

前 の 水 田 に 多 くみ られ る． 4 月下旬か ら 5 月上 旬の 果

樹類 の 花が開 く時期に は ， 果樹園で は 下 草刈 りが お こ

なわれ，一方，水 田 で は 田 起 こ し 作業 が行わ れ る ．し

た が っ て ， こ れ ら の 農作業 と植物体 の 開花状態 と気象

条件が適合す れぽ限 られ た 馬囲 に で は あ る が，大 量 の

花粉 を飛散す る こ とに な る と考 え られ る．ス ズ メ ノ カ

タ ビ ラ 花粉は ．ス ギ 花粉の よ うに あま り広範囲 に 飛散

し な い よ うで ある，こ の こ とは 山形市 の 中心 部 に 位置

す る当研究所屋上 で の 定点観測 に お い て ，ス ギ花粉量

の 増 加 は 明 らか に 認め られ た の に 反 し て ，イ ネ科花粉

は多 い と きで も10個 ！cm2 ／日程度 し か 険出 され な か っ

た こ とが それ を示 し て い る （Fig．4G ）．イ ネ 科植 物 の

空中花粉 量 に は 著 しい 地域差がある こ と は Anen ，　 F．

ら
22 ］　“観察 し て い る．特 に ，今回 注 目 し た ス ズ メ ノ カ タ

ビ ラ 花粉 は 果樹 園 の 下草 また は 田起 こ し前の 田 ん ぼ に

群 生 し，そ の 空中花粉 量 は 果樹 園 の 下 草刈 りま た は 田

起 こ し作業な どの 農作業に よ り大 き く左右 され る よ う

で あ る （Fig．4
， 矢印）．

　 した が っ て ， ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ花粉 に よ り感作され

る者 は ，そ れ と接 触機会 の 多 い 農 作業な どを行 う者 に

ほ ぼ限 られ ると考 えられ る． こ の こ とは
， 年齢差 は あ

る に せ よ ， 実際 に 農作業 に 従事す る こ と の 少な い 10代

の 学校 生徒 は 果臠園地 帯お よび都 市部 とい う地 域CC関

係な く花粉 症様症状を示 す者 の 割合が 同 じ で あ り，農

作業従事者に 比べ て低 い 値を示 した こ と か ら うか がわ

れ る （Table　l参照）．

　 ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ 花粉が原因 と考え られ た 花粉 症 の

事例 は ，Weiss，　A ，2s）
，
　 Filou，1｛．a4 ， 寺西 ら

25）な ど に

よ っ て 報告 され て お り， 信太 ら
2e］’

÷t花粉症様患者を対

象 に ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ を含む主 な イ ネ 科植物を用 い た

皮内反応の 結果 を報告し て い る が，各花粉 問 の 関係 は

複雑 で 容易 に 結論 を下 し 得 な い 現 状 に あ る ．

　 イ ネ科 植 物 の 花 紛 の 抗 原 解 析 に 関す る 報告 は 多

数
27）
一’” 7〕

あ る が，ス ズ メ ノ カ タ t
”
ラ の 花粉 に関す る報 告

は な い 、ま た イ ネ 科植物 の 各花粉 抗原間 の 共通抗原 に

関す る 検討 は まだ 限 られ た 報告 し ri・tS　L，29）
−3z）3s）3fi〕．今

回 の 調査 は，皮膚反応 の み の 成績で は あ るが， ス ズ メ

ノ カ タ ビ ラ 花 粉抗原 は
， 他 の イ ネ 科 植物，ナ ガ パ グ サ ，

カ モ ジ グ サ お よ び カ モ ガ ヤ の 花粭抗原 と か な り類似性

の あ る こ と が示唆さ れ た ，

　今回 の 調査 で 花粉 ア レ ル ゲ ン と し て 指摘し た ス ズ メ

ノ カ タ ビ ラ 花粉 とそ の 他の イ ネ 科植物 と の 問の 共通抗

原 の 解析は ，今後 に 残 さ れ た 課 題 で あ る．最近， カ モ

ガ ヤ 花粉 や ホ ソ ム ギ 花粉 な ど の イ ネ 科花粉 ア レ ル ゲ

ァ
34｝
一

ユ6｝
に 対す る monoclonal 抗体が作 ら れ た が ，こ れ

らの 抗体や 三  un 。bl。tting法
55）や HPLC （high−per −

formance　liquid　chromatography 二13
ア｝な ど の 手法 に よ

る 解析 は こ の 共 通 抗原 の 問 題を 解決 し て くれ る か も し

れ な い ．

　本 論文 の 要旨億 ，第34回 日本 ア レ ル ギ ー学 会 総 会 （昭 和 60

年 9 月28 日 L 前橋市）に お い て 報告 した．最後 に
， 本 調 査 に

協力 トさ っ た，菅野顯
．・，槇　和 子 　両 専 門研究員 に 感謝す

る．
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ANNU･AL  MEADOWGRASS  <POA ANNUA  L,)

      Early Spring  Pollinosis Cattsed by  GrassPOLLINOSISPollen

Yuichl Takahashi, Keijiroh Matsuura and  Sus umu  Katagiri

   The Ylamagola Prqfectural Institute qr'Pubtic H?alth

   Five groups  consistecl of 1,878 rural  reside"ts  (20-79 years of age}, and  three groups  ot 1,866 students  {12-17
years of age)  were  studled  through questionnaires, The  incidence ef pollino$!s-like patients was  about  ten percent in

the former  group  and  fiye percent in the iatter. Most  of  the  patients showed  allergic  symptoms  characterized  by

sneezing,  heavy  nasal  discharge, sniffie,  itchy nose,  itchiness of  eye  maTgin  andi redness  of the  conjunctiva  during the

period of April to June every  year,

   A  majority  of the  patients who  showed  c}inical  symptems  in Apri1 were  strongly  sensitive  to the  pollen of  annual

rneadowgrass,  and  most  to the  patients, hewever,  did not  reyea]  any  sensitivity  ef  the  pallen extracts  of  Japanese cedar
and  orchard  trees, apple  and  cherry.

   Japanese cedar  pollinates during the  period of  late March  to middle  April and  no  reglonal  difference was  found ln

atmospheric  pollen counts.  On  the  ot'her  hand, grass pollinates including the  period of  April to June with  remarkable

regional  differences in atmosphric  pol]en counts.  Pol]ens of  apple  and  cherry  were  found from iate Apri1 to early  May.

   June grass, wheat  grass and  cocksfoot  do not  bloomed yet in late Aprll, they  begin to blaem in late May  of every

year in Yamagata Prefecnire, Annual meadowgrass  grew  thic.kly in orchard$  and  paddy  f';eids before irrigatien and  a

lot of  the  fiewers of  this plant were  ebserved.  Only a few foxtail and  Japanese cypress,  which  bleom in alTnost  the  same

period as  that ef  annual  meadowgrass,  were  found in the agricultural  areas  where  maiiy  patients eccurred.  From  these

observation,  it can  be speculated  that most  pollinosis among  farmers in ]ate April will  be caused  by the pollen Df annual

meadowgrass,


